
に
事
故
発
生
位
置
の
緯
度
・
経
度
情
報

が
附
与
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
事
故
が
起
き
て
い
る
か
が
電
子

地
図
上
で
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
各
地
域
が
生
活
道
路
対
策
を
進
め
る

た
め
の
環
境
が
整
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

こ
う
し
た
客
観
的
デ
ー
タ
を
示
せ
れ
ば
、

対
策
実
施
に
対
す
る
住
民
の
理
解
も
得
や

す
く
な
り
ま
す
。
生
活
道
路
対
策
を
進
め

る
際
に
は
、
住
民
の
生
活
様
式
や
移
動
の

方
法
な
ど
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
る
こ
と

や
、
住
民
が
危
険
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を

拾
い
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
規
制
を

か
け
た
り
、
安
全
施
設
な
ど
を
つ
く
る
時

は
、
行
政
や
専
門
家
が
対
策
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
客
観
的
事
実
に
基
づ
い

て
住
民
に
説
明
し
、
安
全
性
と
利
便
性
を

ど
の
よ
う
に
均
衡
さ
せ
る
べ
き
か
地
域
社

会
に
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し
い

と
思
い
ま
す
。
10
次
5
計
に
重
視
す
べ
き

事
項
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
『
地
域
ぐ

る
み
の
交
通
安
全
対
策
の
推
進
』
は
、
ま

さ
に
こ
う
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
」。

赤
羽
さ
ん
は
（
公
財
）
国
際
交
通
安
全

学
会
の
研
究
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
香
川

研
究
─
事
故
発
生
要
因
の
分
析
と
対
策
へ

の
提
言
」
の
リ
ー
ダ
ー
を
帝
塚
山
大
学
・

蓮
花
一
己
教
授
か
ら
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
平

成
25
〜
27
年
度
に
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
研
究
内
容
は
4
月
8
日
に
同
学
会
が

開
催
し
た
「
平
成
27
年
度
研
究
調
査
報
告

会
」
で
発
表
さ
れ
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
香
川
県
内

の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」と
、赤
羽
さ
ん
は
い
う
。「
日

本
で
は
地
方
に
お
け
る
交
通
事
故
の
発
生

比
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

全
国
レ
ベ
ル
で
専
門
家
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
地
方
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
を
フ
ル

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
考

の
継
続
だ
け
で
は
難
し
く
、
新
た
な
工
夫

を
加
え
た
対
策
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

目
標
達
成
に
向
け
て
、
赤
羽
さ
ん
が
工

夫
し
て
取
り
組
む
余
地
が
大
き
い
と
考
え

て
い
る
対
策
は
「
生
活
道
路
に
お
け
る
安

全
確
保
」
で
あ
る
。
死
亡
事
故
件
数
全
体

の
う
ち
、
車
道
幅
員
５
・５ 

m
未
満
の
道
路

で
死
亡
事
故
が
発
生
す
る
割
合
は
、
や
や

増
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

以
上
の
道
路
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
死
亡

事
故
件
数
が
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

同
未
満
の
道
路
に
つ
い
て
は
増
減
し
な
が

ら
変
動
し
て
お
り
、
安
定
し
た
減
少
傾
向

と
は
な
っ
て
い
な
い
か
ら
だ
（
グ
ラ
フ
参

照
）。
車
道
幅
員
の
み
で
は
必
ず
し
も
的
確

に
区
分
は
で
き
な
い
が
、
生
活
道
路
で
も

状
況
は
ほ
ぼ
同
様
と
推
定
さ
れ
る
。

「
交
通
事
故
死
者
数
に
占
め
る
自
動
車
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乗
車
中
と
歩
行
中
の
割
合
は
全
体
の
ほ
ぼ

3
分
の
1
ず
つ
で
す
。
し
か
し
、
負
傷
者

数
で
み
る
と
、
歩
行
中
は
自
動
車
乗
車
中

の
約
10
分
の
1
で
、
歩
行
中
の
致
死
率
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ク
ル
マ
と
歩
行

者
が
衝
突
し
た
際
に
ク
ル
マ
の
側
で
歩
行

者
を
守
る
と
い
う
技
術
の
普
及
や
、
救
命

救
急
制
度
の
充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、

最
も
重
要
な
の
は
ク
ル
マ
と
歩
行
者
と
の

衝
突
自
体
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
が
ク
ル
マ
と
歩
行
者
が
混
在
す
る
生

活
道
路
を
重
点
に
し
た
背
景
に
あ
り
、
生

活
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者

や
子
ど
も
、
自
転
車
の
安
全
確
保
に
も
つ

な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
」。

幹
線
道
路
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
蓄
積

さ
れ
た
経
験
や
技
術
に
よ
っ
て
対
策
を
継

続
し
て
い
け
ば
、
あ
る
程
度
の
事
故
低
減

が
見
込
め
る
。
し
か
し
、
生
活
道
路
に
お

い
て
は
、
幹
線
道
路
の
よ
う
に
事
故
実
態

を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
対
策
を
立
案
す
る
た
め
の
方
法
論
が

確
立
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
だ
。

「
平
成
24
年
か
ら
交
通
事
故
統
計
原
票

今
年
4
月
、5
か
年
計
画
（
計
画
期
間
：

平
成
28
〜
32
年
度
）
と
な
る
第
10
次
交
通

安
全
基
本
計
画
（
以
下
、
10
次
5
計
）
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
千
葉
工
業
大
学
創
造
工

学
部
都
市
環
境
工
学
科
教
授
の
赤
羽
弘
和

さ
ん
は
、
10
次
5
計
を
作
成
す
る
中
央
交

通
安
全
対
策
会
議
の
専
門
委
員
で
あ
り
、

5
回
に
わ
た
る
専
門
委
員
会
議
の
座
長
を

務
め
た
。

10
次
5
計
の
「
道
路
交
通
の
安
全
」
に

つ
い
て
の
目
標
の
1
つ
は
「
平
成
32
年
ま

で
に
24
時
間
死
者
数
を
2
５
０
０
人
以
下

と
し
、
世
界
一
安
全
な
道
路
交
通
を
実
現

す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
標
を
達
成

で
き
た
場
合
、
他
の
国
々
の
交
通
事
故
情

勢
が
現
状
と
大
き
く
変
化
し
な
け
れ
ば
、

日
本
は
人
口
10
万
人
当
た
り
の
死
者
数

（
30
日
以
内
）
が
最
も
少
な
い
国
と
な
る
。

赤
羽
さ
ん
は
「
ク
ル
マ
の
安
全
技
術
の

進
歩
と
普
及
に
よ
っ
て
、
自
動
車
乗
車
中

の
死
者
数
は
大
き
く
低
減
し
、
平
成
26
年

ま
で
は
交
通
事
故
死
者
数
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

27
年
は
15
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
近
年
は
歩

行
中
の
構
成
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

10
次
5
計
の
目
標
達
成
は
現
状
の
取
組
み

生
活
道
路
に
お
い
て
、ク
ル
マ
と
歩
行
者
と
の

衝
突
そ
の
も
の
を
減
ら
し
て
い
く
対
策
が
重
要

地
方
の
抱
え
る
問
題
の

解
決
を
フ
ル
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
を
構
築

千葉工業大学 創造工学部 都市環境工学科 教授

赤羽弘和さん

え
ま
し
た
。そ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、

人
口
当
た
り
の
交
通
事
故
件
数
が
ワ
ー
ス

ト
高
位
で
推
移
し
て
い
る
香
川
県
を
対
象

と
し
た
の
で
す
」。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
交
通
工
学
や
交
通

心
理
学
の
研
究
者
、
地
元
の
行
政
関
係
者

や
実
務
担
当
者
と
協
働
で
取
り
組
ん
だ
。

丸
亀
市
内
の
あ
る
交
差
点
を
モ
デ
ル
対
策

交
差
点
と
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が

現
地
調
査
を
行
い
、
ビ
デ
オ
撮
影
に
よ
り

車
両
の
走
行
速
度
や
走
行
軌
跡
を
分
析
。

対
策
と
し
て
、
横
断
歩
道
や
車
両
の
停
止

線
を
前
方
に
移
動
さ
せ
る
交
差
点
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
を
実
施
し
た
。
車
両
の
停
止
線

通
過
速
度
（
平
均
）
は
実
施
前
に
比
べ
て

約
４
㎞
／
h
低
下
し
た
と
い
う
。
こ
の
他
、

プ
ロ
ジェク
ト
で
は
香
川
県
を
含
む
5
県
で

運
転
免
許
更
新
時
の
講
習
の
受
講
者
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、

運
転
行
動
に
対
す
る
意
識
の
地
域
性
に
つ

い
て
も
検
証
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
交

通
安
全
対
策
を
策
定
す
る
過
程
を
一
般
化

さ
せ
、
地
方
の
事
故
防
止
対
策
の
枠
組
み

と
し
て
、
香
川
モ
デ
ル
の
他
地
域
へ
の
普

及
を
赤
羽
さ
ん
た
ち
は
め
ざ
し
て
い
る
。

交通死亡事故件数の推移と生活道路が占める割合
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安
全
性
と
利
便
性
を

ど
の
よ
う
に
均
衡
さ
せ
る
か

地
域
社
会
に
選
択
し
て
も
ら
う

第10次交通安全基本計画における
道路交通の安全についての目標
①平成 32 年までに24 時間死者数を2500人※以下
とし、世界一安全な道路交通を実現する。
※この 2500人に平成 27 年中の 24 時間死者数と30 日以内
　死者数の比率を乗ずるとおおむね 3000 人

②平成 32年までに死傷者数を50万人以下にする。

道路交通の安全についての対策
＜視点＞
１．交通事故による被害を減らすために重点的に対応すべき対象

①高齢者及び子供の安全確保
②歩行者及び自転車の安全確保
③生活道路における安全確保

２．交通事故が起きにくい環境をつくるために重視すべき事項
①先端技術の活用推進
②交通実態等を踏まえたきめ細かな対策の推進
③地域ぐるみの交通安全対策の推進

＜ 8 つの柱＞
①道路交通環境の整備　　　⑤道路交通秩序の維持
②交通安全思想の普及徹底　⑥救助・救急活動の充実
③安全運転の確保　　　　　⑦被害者支援の充実と推進
④車両の安全性の確保　　　⑧研究開発及び調査研究の充実

※車道幅員 5.5m 未満の道路を生活道路として集計
　( 出典：第 10 次交通安全基本計画）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

917 890 771 782 749 679 700 707 619 667
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14.8%

15.8%

15.2%

16.2%

15.6%

14.9%

16.3%

16.5%

15.4%

16.6%

生活道路　　　 その他の道路　　　 生活道路が占める割合


